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令和６年度契約監視委員会 審議概要 
 

 
１． 日時 令和６年６月１０日（月）１４：００から１６：４０ 
 
２． 場所 製品評価技術基盤機構 本館２階 技術研修室 

 
３． 出席者 仲澤委員長、河野委員、升野委員、伊藤委員、鶴委員 

 
４． 議題 
（１）令和５年度契約実績報告について 
（２）令和５年度随意契約の点検について 
（３）令和５年度一者応札・応募（２か年連続一者含む）等の点検について 
（４）令和５年度調達等合理化計画実施状況に係る自己評価結果の審議について 
（５）令和６年度調達等合理化計画案の審議について 

 
５． 議事概要 

○ 委員意見 
● 機構回答 

（１） 令和５年度契約実績報告について 
機構から、【資料 2-1】令和５年度 実績報告書、【資料 2-2】独立行政法人から公

益法人への支出に関する競争入札の見直しの状況（公共工事）、【資料 2-3】独立行政
法人から公益法人への支出に関する随意契約の見直しの状況（公共工事）、【資料 2-
4】独立行政法人から公益法人への支出に関する競争入札の見直しの状況（物品・役
務等）、【資料 2-5】独立行政法人から公益法人への支出に関する随意契約の見直し
の状況（物品・役務等）、【資料 2-6】令和５年度 独立行政法人から公益法人への契
約以外の支出についての見直しの状況に基づき報告した。 

以下の意見（要旨）があった。 
○ 随意契約は契約審査委員会において事前に審査されているのか。 
● 事前に随意契約とする基準への適合性を審査している。 
○ 低入札価格調査については契約審査委員会で審議されているのか。 
● 低入札価格調査は契約審査委員会の審議事項となっており、審議している。 
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（２） 令和５年度随意契約の点検について 
機構から、【資料 3-1】令和５年度 随意契約リスト（競争性のない）、【資料 3-2】

令和５年度 随意契約リスト（競争性のある）に基づき報告し、令和５年度随意契
約の点検について審議された。 

以下の意見（要旨）があった。 
○ 競争性のない随意契約の案件について、金額の妥当性は全般的にどのように判断

しているのか？ 
●  事業者から提出された見積書の内容が過大な金額となっていないかを調達部署と

は異なる部署（契約担当部署）が精査してから契約している。 
○ 競争性のない随意契約であっても、価格交渉の余地がある案件もあると思う。難し

い問題ではあるが、検討をしてほしい。 
● 実績照会等を検討する。 
 

審議の結果、議決により承認された。 
 

（３） 令和５年度一者応札・応募（２か年連続一者含む）等の点検について 
機構から、【資料 4】令和５年度 一者応札・応募（2 カ年連続一者応札・応募を

含む） 契約リストに基づき報告し、令和５年度一者応札・応募（２か年連続一者
含む）等の点検について審議された。 

以下の意見（要旨）があった。 
○ 複数の参加を見込んでいたが、結果的に一者応札となったことへの対応策としての

周知とは、具体的にはどのような方法をとり、その結果として複数入札が成功した
事例はあるのか？ 

● 公告後、複数の事業者にその旨を知らせ、入札参加の検討を依頼している。その結
果、複数の応札があった事例が複数ある。 

○ 機構の事業の特殊性などから契約相手先が非常に限られ、結果的に随意契約や一者
応札・募集になることを考慮して、諸手続きが整備され、また適切に運用されてい
るかと思われる。しかし、長期に渡って同じ業者と機構担当者のなれ合いから不祥
事や事故が発生する可能性があり、それを意識した JOB ローテ―ション等をしっ
かりと行う必要があると思われる。 

●  基本的に調達部署の担当職員は２，３年で異動となり、契約担当部署の職員も、２，
３年で担当内容を変更しているため、懸念の事態は避けられているものと考える。 

 
審議の結果、議決により承認された。 
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（４） 令和５年度調達等合理化計画実施状況に係る自己評価結果の審議について 
機構から、【資料 5】令和５年度 評価指標報告に基づき報告し、令和５年度調達

等合理化計画実施状況に係る自己評価結果について審議された。 
以下の意見（要旨）があった。 

○ 「公告から適合証明書等又は入札書提出期限までの期間を平均で 25 日以上確保す
る。」となっているが、最終目標が 25 日なのか。 

● 日数を長くすると契約までの時間がかかり、業務の時間がとれなくなってしまう
ことから、なかなか延ばすことは難しい。平均 25 日が適当と考えられる。 

 
審議の結果、議決により承認された。 

 
（５） 令和６年度調達等合理化計画案の審議について 

機構から、【資料 6】令和６年度独立行政法人製品評価技術基盤機構調達等合理化
計画（案）に基づき報告し、令和６年度調達等合理化計画案について審議された。 

以下の意見（要旨）があった。 
○ 一者応札・応募の低減のための働きかけを前年度に引き続き実施してもらいたい。 
● 引き続き取り組んでいくことに変わりはない。 

 
審議の結果、議決により承認された。 

 
以上 

 
配付資料 
【資料 0】令和６年度契約監視委員会議事次第 

【資料 1】令和６年度契約監視委員会 委員名簿 

【資料 2-1】令和５年度 実績報告書 

【資料 2-2】独立行政法人から公益法人への支出に関する競争入札の見直しの状況（公共工事） 

【資料 2-3】独立行政法人から公益法人への支出に関する随意契約の見直しの状況（公共工事） 

【資料 2-4】独立行政法人から公益法人への支出に関する競争入札の見直しの状況（物品・役務等） 

【資料 2-5】独立行政法人から公益法人への支出に関する随意契約の見直しの状況（物品・役務等） 

【資料 2-6】令和５年度 独立行政法人から公益法人への契約以外の支出についての見直しの状況 

【資料 3-1】令和５年度 随意契約リスト（競争性のない） 

【資料 3-2】令和５年度 随意契約リスト（競争性のある） 

【資料 4】令和５年度 一者応札・応募（2 カ年連続一者応札・応募を含む） 契約リスト 

【資料 5】令和５年度 評価指標報告 

【資料 6】令和６年度独立行政法人製品評価技術基盤機構調達等合理化計画（案） 
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【参考資料 1】令和５年度契約監視委員会 審議概要 

【参考資料 2】令和５年度独立行政法人製品評価技術基盤機構調達等合理化計画 

 


